
 

 

 

   

                                                                                                         

 

 

 

 

 

10月６日、今年度から新たに仲間に加わった新採用職員３名が、矢巾町にある岩手県消防学校で卒業の日を迎えました。 

４月の入校から約半年間、消防の基礎知識と技能を身に付けるため訓練を積み重ねてきました。当日は、部隊訓練、現場さながらの放水訓練、

ビル屋上からの降下訓練、高さ 15メートルのはしごをかけ登る訓練等、半年間に渡る厳しい訓練の成果を披露しました。本番さながらの迫力に

観覧していた家族から大きな拍手が沸き上がりました。 

県内各消防本部から集まった 56名の新人消防士たちは各所属に戻り、これから災害活動の最前線で活躍が期待されます。当消防本部の３名は

遠野消防署配属となり、勤務をしながらさらに訓練を重ね、実際の災害活動に携わっていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業式前の訓練披露の様子                       遠野消防署配属の新人消防士３名 

（左から 菊池優斗・多田智貴・菊池弥寛 各消防士） 

№191 令和４年 10月 27日（木）掲載 

 

令和４年度全国統一防火標語 

『お出かけは マスク戸締り 火の用心』 

 


